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う制度になることを指摘 している。また,そ のための管理者の仕事や責任 につ
いてもその著書の中で言及 している。一般に制度 とい う概念は,組織なども含
むものとして使用されている。これに対して,彼 はその主張を展開する上で,
組織 と制度 という概念について次のように分析的に区分 し,定義する。
「組織」は.一つの使い捨て可能な道具であり,ある特定の仕事をするため
に特別に考案された合理的機械である。他方,「制度」 は社会の必要な圧力か
















性格の概念は,歴 史性(性 格が個人の歴史的発達を反映 している),統合性
(発見可能な統合された型が存在する),機能性(個 人を脅かす内外の要求から
防衛する機能を果たすように形成される),動的である(自我の再構成によっ
て,新 しい衝動,欲 求,問 題を生み出す)と いう4つの属性を持つものとして
心理学において使用されていると彼は指摘する。そして,組織の制度化をそれ
らの4つ の属性 と関連させて,以下のようなプロセスとして描いている。







的であ り,新 しい活動勢力,こ とに特定の職務あるいは政策に関わ り合い
を持つ人々からなる利害関係集団を,組織内部に生み出す。


































































lll新 制 度 論
新制度学派は,1960年代後半 に出現 したLaurence&Lorsh[1967]などの













Meyer&RowanL1977]の論文 は,新 制度学 派 を導 くこ とにな った最初 の
ものであ る。先 に も述べた ように.新 制度学派は,オ ープ ンシステムパースペ
クテ ィブの立場で組織 と環境の関係に焦点を当てる、それ以前 のオープ ンシス




























的ルールを取 り入れ,正 当性を得ることによって,組 織の内部参加者やストッ
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グホルダーに対 して社会的に適合 している,正当であると示すことがで きる。








い るが,相 互主観的 ルールを共有する組織の範囲は無制限で はなく,組織
フィール ドの概念 によって限定され る。次に,その概念についてみてい くこと
とする,,
2制 度的ルールの生成一 組織フィー ルドー
新制度学派に:おいては,制度的ルールが確立 してい きそれによって組織が影





類似 した生産物 もしくはサーピスを生産している組織集合を同定 し,さらに,
重要な取引相手,財 政の源泉,統 制集団,専 門職業的もしくは同業者のアソシ
エー ション,他 の規範 的 もしくは認知的影響の源泉 も含 んでいる。(Scott
[19911P.ユ73)




範 囲がすべ て組織の置かれてい る環境 と考 えられてい る。
2制 度的ルールの相互主観化と普及






















DiMaggio&Powdl[19831は,制度 的同型化 を引 き起 こす ルー ル取得 の諸
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類型を3つ に分類 している,,それは,強 制的同型化,模 倣的同型化,規 範的同
型化である。
強制的同型化は,当該組織が依存 している組織や社会からの文化的期待など





ることによって生 じる同型化である、,規範的同型化は,主 に専門職業か ら生み
出される同型化である、,専門職業化は,仕事をより合理的に扱 うために仕事の
方法や状態を定義するための認知的基礎を提供する。大学や研究機関などは,
















に,し ば しば,制 度 によって決定 され ると仮 定される.
しか し,こ の ような制度化 の説明様式 は,制 度 の継続性 に関 しての説明 には
苦労 しないが,ど うしてある革新や構造が新 たに制度化 してい くのか な どの制
度の変容や発生について説 明す ることが難 しい とい う問題 点を持 っている.
このよ うな問題 を克服す るため に,最 近は制度論 に変化 の説明 要素 と して
人々の利害関心やそれに よる コンフ リク トを組み込むべ きだ とい う主張が され
てい る。(Scott[1987][1991].r)iMaggi(〕[1988],Jepperson[1991])
Meyer&R(》wan[1977]以降の様 々な経験 的研 究 の 成果 もあ り,制 度 的
ルールが 人々の利害関心な どに よって形成 され てい ることも明 らか になって き
ている とい うこと もこの ような主張 の基 となってい る.
そのよ うな中でT・1bert&Zucker「1996]は,利害 関係 や コンフ リク トを含
ん だ形 で の制 度 化 の モ デ ルを提 示 してい る。 そ れ は,習 慣 化(Habituali-
zatio11),対象化(Objecti癒ation),沈殿化(Sedimentation)とい う3つ の段
階か らな る。制度化 は,時 間,の経過 とともに社 会において正当性が確立 されて
い き,当 然な もの として受 け入れ られてい く過程 としてモデル化 され ている。
以下 に示す図は,そ れを図式化 した ものであ る。
以下で第1図 の各段 階の特徴 を詳説す る。
習慣化 の過程 は,前 制度化段 階(Pre411stltutiollahzationstage)に位置づ け
られ る、,この段階では革新に伴 った新 しい組織構造が現れ る。その構造を採用
する組織 は,同 じような問題 に直面 している とい う特徴 を持 ってい る。それ ら
の組織 は比較 的少数か らなる組織集合で あ り,構 造 の普 及は模倣 によって行わ
れ ることが主 な特徴 となる,,
対 象化 の過程 は,中 制度 化段 階(Semi・institutiomlizationstage)に位 置づ
けられ る。 この段 階 は,革 新 を理論 化す る ことへ の圧 力が高 い とい う特徴 を
持 ってい る.革 新に よってつ くりだ された組織構造を採 用する組織 は,習 慣化






































立 と普及,ル ールによる止当性の確立やその当然視により,組織が制度化 して
くると論 じられる。


































は望ましいものになる。これに対 して,旧 制度論では世論への一致は必ず しも
歓迎されるわけではない。旧制度論においても制度化の結果は環境適応を表 し










るということを繰 り返し述べている。 しか し,その理想像 と組織の実態を結ぶ
ための議論はほとんどなされていない。
組織の制度化をルールの生成やそれによって生 じる組織行動の一定のパター
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